
広報
主な内容

・2面…介護保険組み立て申

.3面…緑化まつりを開催

.4面・ 5面ーもっと詳しく新年

度予算を分野別に紹介します

惨写真 く上〉介護保険制度の説明会
く中> 4か月!尼健康診査
く下 〉 文 化財団は第九のつど

い主主どを展開します

こんな事業に取り組みます

介護保陳制度の準備 来年度のスタ

ートに向け、最終的な準備をハー

ド、ソフト両面から進めます

子育てを応提 小児医療貨の無料化

を3歳児まで拡大し、 4か月児健診

を個別健診に切り替えます

震災対策を継続小学校校舎の窓ガ

ラス飛散防止や耐震補強などを継

続するとともに、消防署南原出張

所を改築します

産業の活性化 新た芯経済・産業構

造構築のため、閏工業に続き、農

漁業の活性化調査を実施します

文化財団を盤立 文化活動への参加、

発表、鑑賞の機会広どを充実し、

新しい文化の創造をめざします

ス クールカウンセラー制度を拡充

児童生徒の悩みや問題を解決する

ため、臨床心理士を地員します

纏緑道(仮称)を整備 員E主主樹林を

残すため、用地取得を継続すると

ともに、緑道の工事に酒手します

真土金目線を完成 今年度内の完成

をめざし盤備を進めます。また、

河川改修に伴う鈴川の橋の整備も

上流部は来年度完了をめざします

I S 014001を取得 環境への負荷を

軽減し、行政のイメージアップや

信頼性向上のため、 18014001の

認誼取得に取り組みます

詳しくは4・5面に
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5つの基本方針で
平成11年度予算は、統一地方選

挙を控え、当初予算に計上しなけ

れば市民笠活に麦障をきたす串業

や、前年度から継続している事業

を申11)に編成しました。新しい政

策的事業などは、補正 予聾で対応

することになります。

予算編成にあたっては次の5点

を塁本方針としました。 砂総合計

画の実施計画に位置付けられた事

業を申Jt:，¥とする修行政改革を新た

な視点に立って弓|き続き推進する

惨園、県、 市および市民のパート

ナーシッブを確立する惨事務事業

の 評 価 と 改 善 合 理 化 に 努 め る砂経

常的経費は縮減傾向を継続する

号@己最か島東哀が始まる
.投票のお知5せ(整理券)は 封器 (1世帯1通)でお送りします。届かたE

かったり、なくしたりしたときは、選挙管理委員 会 (n21-8795)へ。

.選挙公報は 21日の新聞に折り込みます。公民館主主どにもあります。

手堅;tji1![)){EP8YJJJ<平成11年羽田現在()内以前月比〉 人口254.000(-164) 世間2目155(一12)

. 不在者投票は 投票日当日にレジャーや買い物などの「私用」がある方

も不在者投票ができます 惨日時 18日-24日の午前8時30分~午後8
時 砂場所 市役所新 館第2会議室(江陽中学校北側)



回/ 介護保険¥
電話23・1111・35-11 1 1 平場市役所

平成11年4月15日

2000年4月
スタート
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利用希望 が 高 い デ イサー ビス
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介
護
保
険
の
内
容
を

知
5
な
い
万
・
2
%

介護保険の内谷を知 らない人は、73.

2%で した。介 護保険のことをもっと

多くの人 に知 ってもら える よう に、さ

らに PRしてい きます。

また、 介 護 保 険 の 噂人で一 番期待し

て いる点は「介 護者 の労力の負担が軽

減されることJで 一 千件不安な点は「認

定の 公平性」でした。

介護保険制度を知っていますか

名前は知っている
60% 

介
護
の
不
安
を
社
会
全
体
で
支
え

よ
う
と
二
O
O
O
年
(平
成
十
二
年
)

四
月
に

「介
護
保
険
制
度
」
が
始
ま

り
ま
す
。

平
塚
市
で
は
、
昨
年
八
月
か
ら
九

月
ま
で
、

市
内
の
六
十
五
成
以
ヒ
の

方
を
対
象
に
生
活
実
態
や
介
護
の
状

況
な
ど
を
調
べ
ま
し
た
。
今
回
は
、

そ
の
中
か
ら
五
つ
の
項
目
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
調
査
の
結
来
を
分
析

し
、
今
年
度
末
ま
で
に
介
護
保
険
引

業
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
介
護
保
険
推

進
室

(宮
幻
1
8
7
9
0)
へ
。

調査の概要

高齢者一般鯛査
平成10年8月1日現在、 市
内にお住まいの65歳 以
上の方3.009人

閥査方法 郵送配布・ 回収
回収数(率) 2.280(75.8%) 

要援護高齢者調査
福祉サーピスを利用して
いる市内にお住まいの65
歳以上の方などタ只92人

間査方法 郵送配布・回収、訪問
回収数(率) 2.173(83.8%) 

対象

対象

-嗣:.i;fJ置悦j~同E

家
庭
で

な
人
、

今の健康状態は

無回答

E乏E奈'f"，=1~需品i~~司

介
護
し
て
い
る
人
の

刀・

7
%が
切
歳
以
上

介
護
者
の
年
齢
を
調
べ
た
と
こ
ろ

七
七

・
七
%
が
五
十
歳
以
上
で
し
た
。

巾
で
も
五
十
代
の
人
が
枇
も
多
い
二

九

・
八
%
で
し
た
。

介
護
者
の
続
柄
は
、
高
齢
者
の
配

自
宅
で
介
護
し
て

芋‘
F

J

、，G
Y
E晶E
/

。

に
k
g
L
t
ν
n
斗.，
ι
n
w
/

ど
こ
で
介
護
を
受
け
た
い
で
す
か
五

・
六
%
で
し
た
。

と
い
う
質
問
で
は
、

「家

践

を

中

心

ま

た

、

家

出

で
介
護
を
し
て
い
る

に
自
宅
で
介
護
し
て
ほ
し
い
」
「
サ
人
は
何
人
い
ま
す
か
?
と
尋
ね
た
と

l
ピ
ス
を
活
用
し
な
が
ら
自
宅
で
介

こ
ろ、

「一

人
」
と
答
え
た
人
が
最

設
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
自
宅
で
の
介
も
多
い
八

一
%
で
、
そ
の
う
ち

「働

経
を
希
望
す
る
人
が
多
く
、
合
計
で

い
て
い
る
」
と
梓
え
た
人
が
二
七

・

問
九

・
四
%
で
し
た
。

七
%
、

「家
に
い
る
場
人
口が
多
い
」
と

こ
れ
に
対
し
て
ケ
ア
ハ
ウ
ス
や
老
答
え
た
人
が
七
二
・
三
%
で
し
た
。

人
ホ
1
ム
、
病
院
な
ど
の
施
設
へ
の

入
所
を
希
望
す
る
人
は
合
計
で

医諸島苦言割 '諸点出同どこで介護を受けたいですか

49.4% 

仁二コ 自宅で介護を受けたい

亡コ 施設で介護を受けたい
E二コわからない

仁二コ そのほか

じ二コ 無回答

普通に生活できる
74.4% 

他府状態を調査 したとこ

ろ介 護 が必要な人は、9.6%で

した 。指祉サービスを

利用している 人 と合わせる

と家庭で介護が必援な人は、

3.900人と推計してい ます。

E~t守主主再'白宿S色r"司

偶
者
が
=
三

・
四
%
、
同
居
の
子
ど

も
が
三
0
・
三
%
、
子
ど
も
の
配
偶

者

(息
子
の
喪
な
ど
)
が
二
九

・

七
%
で
、
こ
れ
ら
で
介
護
者
の
ほ
と

ん
ど
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
介
護
者
の
性
別
は
、
八

二
・
三
%
が
女
性
で
し
た
。

介
護
を
し
て
い
る
人
の

年
齢
は

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
た
い
叩
・
3
%

現
在
の
一制
祉
サ
ー
ビ
ス
の
中
で
、

最
も
利
用
希
望
の
向
い
サ
ー
ビ
ス
は
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
質
問
で
は
、
「
わ
か

ら
な
い
」
「無
回
答
」
と
い
う
答
え

が
五

O
%
以
上
を
占
め
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
部
分
の
利
用
希
望
を

把
腕
、
分
析
し
、
介
趨
サ
ー
ビ
ス
の

基
盤
整
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

組域説明会組位協 凶
1月 28口から 3月 25日 ま で 、 地

l丘公民館を会場に「介護保険地 域説

明会 」を聞き ました。参 加 粁は全部で

1.273人 でした。

「保険 料の負担Ji認定の公平性」

な ど に多くの意見をい た だ き ま し た。

今後の介護保険制度の推進に役立 て

ていきます。

主なサービスの利用希望は
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デイサービス

ショートステイ

機議員会鍬蹴できます
第 4 間平塚市介護保I~食事業計画策

定安定只会を公開 します。

1>期日 4月 30日(金)

1>時 間 午 後 1時 30分 - 3時 30分

1>会場 教育会館

1>定 員 10人 (当円 午 後 l時に抽 選)

Eコ利用し止い Eコわからない
Eコ利用した〈書い こコ揖図書

E.~~董ヨ蓮宗也事長[iì11歪ヨトfはいかいSOSJスタロ
2人校務作業嘱託員…・.

険 対 象 昭和29年 4月 2日-39年 4月 1日の問に生まれた方 惨勤務日時

月一 金 l胤日 の午前 8時 30分 ~ 午 後 3時30分 惨勤務場所 市立小学校

砂貨金 月 額120.000円 惨一 次試験 4月26口(月 ) 惨採用予定日

6月 1n (雇用契約は 1年以 内。勤務成績が良好でかつ必要な場合に限り

交新可能)

. 応 募 方 法 教育総務課にある 「受 験 申 込 令」 に必姿事項を記入し、

写以ーをはって 4月 19日(月)-23日(金〉の問 に本 人 が 直 接 、 同 課 へ 提 出 す

る。 qlし込み時に簡単な田俊あり 。

所在不明となったお年寄りをいち阜く保護する 「はいかい sosネ ッ トワ

ー ク システムj が 3月29日にスタート しま した。通報がありしだい、このシ

ステ ムに基づいてお年寄りを捜し、 保護します。 協力機関は、 笹劣等、 保健福

祉1]1-務所、タクシ一会社、 郵便局、 FM ラジオ局、薬局、福祉施役、市役所

などです。 また、万一 の場合にすみやかに身元が確認できる よう、お年寄 り

の名前や ・連絡先、体の特徴などを事前にな鈍してお くこ ともできます。 み

-士、、 r-ーー、 一ー ょっ
r~百\ 刀畠JL主 fト弘_1ぷ合¥かか
.哨 1 メλ容F三'ま す、書隙に ¥ J r;_叉)~~、 つつ

、 ~;H_ I ~ん耳??匹、 ー )e ，!，、;羽 CJ"，. ，，"l..) tとた舟良ささ匂ゾ Fヲ，.A.: 11三円 通報。次に、..---1'-. ，~今_)YY，...l丸'':;f 。

、戸ペーへ /ムふゐム 平主家保健得祉γ -、 〉民許協〈ごて~ • 
、 c，) l . 之 W~~、主医務所に迎絡。 1' -~ú二ア4 4 、、

教育総務課(歪叢芸与三1嘉EE2-21)問い合わせ先|謀 議計 平塚保健福祉事務所ヘ 室露両2.
ごみ収集日が変わ

各地区公民館など

ペッ トボ トルの資源化収 集に伴い、4月1日から一部地区で、

りました。収集 自力レンダー (3月に自治会を通 して配布)は、

にもありますのでご利用 ください。

ごみの出し方と収集日が変わりました
0問い合わせ先環境業務課包21-8796



図

『緑化まつりJIこ連れてって
グリーンウェーブ.ひ5っか'99

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
、

「緑
化

ま
つ
り
」
に
で
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

四
月
二
十
九
日
(祝
)か
ら
五
月

一

日
(土
)ま
で
総
合
公
園
で

「緑
化
ま

つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。
期
間
中
は
、

船
木
市
・
花
市
を
は
じ
め
、
開
悲
教
室
一

や
ミ
ニ
機
関
取
の
試
釆
会
な
ど
多
彩

な
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

み
ど
り
公
園

諜

(内
綿
2
5
9
1)
へ
。

総合公園で
4/29--5パ

間
霊
峰
部
@

新しい平嫁を伝えたい
CATVの番組、「くすのきTimeJrくら しと市役

所ウィ ーク リー」で、平塚の今をお届けする市民

アナウンサーが、この 4月から変わりま した。

第645号 (1日・15日発行)広報ひ5っか

新
し
い
市
民
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
桜
井
さ
ん
(右
)

と
笹
尾
さ
ん
(左
)

イ
ベ
ン
ト
い
っ
ぱ
い

大人気の植木市・花市

一
植
木
市
・
花
市
}

中
央
大
池
周
辺
に
三
十
の
庖
が
な

ら
び
、
草
花
や
植
木
を
販
売
し
ま
す
。

マ
日
時

期
間
中
毎
日
、
午
前
9
時

1
午
後
5
時

{グ
リ
ー
ン
囲
碁
広
場
一

緑
の
碁
石
に
よ
る
親
善
述
碁
大
会

や
囲
碁
の
入
門
教
室
を
聞
き
ま
す
。

入
門
教
室
の
講
師
は
女
流
棋
士
・
小

林
泉
北
大
棋
聖
で
す
。

マ
日
時

4
月
羽
目
(
祝
)
午
前
9
時

1
午
後
1
時

マ
会
場

平
塚
の
は
ら
っ
ぱ
西
側

一
ミ
ニ
機
関
車
試
乗
会
一

ミ
ニ

S
Lや
ミ
ニ
新
幹
線
が
悲
風

に
乗
っ
て
走
り
ま
す
。
ど
な
た
で
も

ご
乗
車
で
き
ま
す
。

マ
日
時

4
月
却
日
(
祝
)
・
5
月
1

こ
の
同
月
か
ら
m
宣
揚
し
た
市
民
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。

桜
井
衣
里
子
さ
ん

(大
学
院

一
年

生
)
は
、
中
世
の
国
文
学
を
専
攻
し

て
い
ま
す
。
凶
我
兄
弟
の
語
り
を
研

究
中
で
、
こ
の
話
題
に
な
る
と
、
さ

す
が
に
よ
ど
み
な
く
訂
誌
が
出
て
、
思

わ
ず
聞
き
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

笹
尾
麻
紀
子
さ
ん

(
大
学
=一
年
生
)

は
、
放
送
関
係
の
職
業
に
興
味
が
あ

り
応
募
し
ま
し
た
。
話
す
と
い
う
こ

と
は
人
に
何
か
を
伝
え
る
こ
と
、
私

は
話
す
こ
と
で
安
ら
ぎ
を
与
え
た
い
、

と
諾
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

平
塚
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
こ
と

は
?
と
投
げ
掛
け
る
と
、

二
人
と

も

「ぱ
く
ぜ
ん
と
は
知
っ
て
い
ま
す

が
、
歴
史
的
な
こ
と
や
名
所
な
ど
は

よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
。
長
く
住
ん
で

い
る
人
で
も
知
ら
な
い
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
る
は
ず
。
市
民
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
と
し
て
、
ま
た
追
っ
た
平
塚
を
発

日
(土
)
、
午
前
山
時

1
午
後
4
時

マ
会
場
平
塚
の
は
ら
っ
ぱ
阿
側

{
ミ
ニ
サ
ー
カ
ス
}

ト
一
フ
ン
ポ
リ
ン
や
い
す
を
使
っ
て

ス
ピ
ー
ド
感
あ
ふ
れ
る
ア
ク
ロ
バ
ッ

ト
芸
を
披
露
し
ま
す
。

マ
目
時

4
月
mm
日
(
祝
)午
前
日
時

却
分
1
日
時
、
午
後
3
時
ぬ
分
1
4時

マ
会
場
野
外
ス
テ
ー
ジ

{
緑
の
相
談
室
}

植
木
や
市
花
の
手
入
れ
、
病
害
虫

の
問
題
に
つ
い
て
専
門
家
が
ア
ド
バ

イ
ス
し
ま
す
。

マ
日
時
期
間
中
毎
日
、
午
前
叩
時

1
午
後
3
時

マ
会
場

日
本
庭
園
南
国
路

定
め
る
場
合
を
除
き
、
附
属
機
関
の

委
員
に
本
市
の
職
員
を
選
出
し
な
い

こ
と
と
し
ま
し
た

-
平
塚
市
一
般
職
員
の
特
殊
勤
務
手

当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
・
・
・
社
会
情
勢
や
業
務
内
容
の

変
化
に
伴
い
、
業
務
の
特
殊
性
が
認

め
ら
れ
な
く
な
っ
た
技
術
手
当
や
幼

稚
園
保
管
手
当
な
ど
六
穂
類
の
手
当

を
廃
止
し
ま
し
た

-
平
塚
市
部
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
・
・
・
第
臼
回
国
民
体
育
大

会
の
業
務
の
終
了
に
伴
い
、
団
体
事

務
局
を
廃
止
し
ま
し
た

-
不
動
産
の
取
得
・
・
・
東
農
田
工
業
団

地
の
造
成
、
分
譲
の
弔
業
が
加
算
さ

れ
、
米
分
翻
地
二
万
八
百
七
十
一ニ

・

四
ぱ

(三
十
三
位
四
千
九
百
五
十

一

万
九
百
八
円
)
を
取
得
し
ま
し
た

一
手
作
り
花
壇
一

千
二
百
株
の
花
の
簡
を
航
え
て
、

全
長
十
三
灯
の
花
壊
を
つ
く
り
ま
す
。

マ
日
時

4
月
却
日
(
祝
)午
前
9
時

か
ら
花
壇
完
成
ま
で

マ
会
場

ふ
れ
あ
い
動
物
国
北
側

勿
川
町

必
司
E

'し催のいン一アス
E
も
a

b
J
 

野

{
吉
本
市
一

約
二
千
五
百
冊
の
肯
本
を
版
光
し

ま
す
。

マ
日
時
期
間
中
毎
日
、
午
前
9
時

1
午
後
5
時

マ
会
場
平
塚
の
は
ら
っ
ぱ
府
側

10:30ミーサーカス

フライングモンキー

fSASUKEJ 
29 11 :20フラワーマジックショー

日 12:40交通安全ウルトラクイズ

(祝)13:40童謡・唱歌をうたおう

15:30ミニサーカス

フライングモンキー

fSASUKEJ 
13:30園芸緑化教室(要予約)

30 会参加者には園芸セットを

日
プレゼントします

参加費 300円
(金) お申 し込みは、みどり

公園課(内線2591)ヘ

10:30大正琴演奏

日 13:00民謡花舞台

(土)15:00吹奏楽コンサート

怠

ω
問
問

枠
拡
附

但
待所

決
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。
(
一

般
会
計
当
初
予

算
の
概
袈
は

一
・
問
・
五
百
を
ご
覧

く
だ
さ
い
)

-
平
塚
市
小
児
の
医
療
費
の
助
成
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
・:
2歳
児
ま
で
と
な
っ
て
い
る
通

院
医
療
技
助
成
の
対
象
年
齢
を
叩
月

か
ら
3
歳
児
ま
で
と
し
ま
す

(
2歳

児
1
3歳
児
は
所
得
制
限
あ
り
)

-
平
塚
市
総
合
計
画
審
議
会
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
・:
「問
属

機
関
等
の
設
世
及
び
委
日
の
選
出
に

関
す
る
基
準
」
に
基
づ
き
、
法
律
に

市
3講
歳 等

警立
医 偏

重聾 の

を替
無 禾

花

草花・苗木の無料
配付はありません

三
月
十
八
日
に
閉
会
し
た
市
議
会

三
月
定
例
会
で
は
平
成
十

一
年
度

一

般
会
計
当
初
予
算
案
な
ど
二
十
鱗
諜

を
市
長
が
提
案
し
、
原
案
ど
お
り
可

見
し
て
も
之
る
さ
足
し
た
い
。
h
o

録
で
い
ろ
い
ろ
な
場
所
へ
行
く
と
き

に
下
調
べ
を
す
る
な
ど
勉
強
し
て
臨

む
つ
も
り
」
と
頼
も
し
い
発
言
が
あ

り
ま
し
た

(頑
張
っ
て
ね
)
。

公
募
で
選
ば
れ
た
二
人
で
す
が
、
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
非
集
は
ど
こ
で
知
っ
た

か
の
質
問
に

「広
報
紙
、
こ
れ
は
よ

く
見
て
い
ま
す
。
最
近
変
わ
っ
て
き

て
い
る
よ
う
で
す
ね
。
ほ
か
の
折
り

込
み
チ
ラ
シ
も
よ
く
凡
ま
す
。
求
人

広
告
は
、
特
に
」
と
笹
尾
さ
ん
。

服
装
の
話
に
な
り
、

二
人
と
も
シ

ン
プ
ル
な
身
な
り
の
わ
け
を
尋
ね
る

と
、
桜
井
さ
ん
は

「
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

は
自
分
を
出
す
の
で
は
な
く
情
報
を

引
き
立
た
せ
る
も
の
と
、
あ
る
番
組

で
耳
に
し
ま
し
た
。
そ
の
話
に
共
鳴

し
、
化
粧
も
控
え
め
に
し
て
い
ま
す
」

と
答
、
え
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
ん
な
こ
人
の
、
今
後
の
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
が
楽
し
み
で
す
。

スト‘Y京!交通事故
春の全国交通安全運動 5/11 "'20 

市内では、1月1日から4月6日までの問

に697人の方が交通事故で負傷していま

す。次の負傷者にならないためにできる

こと。それは、交通Jレールを守ることです。

。

我が家の防災対策を再確認く連載⑭〉

.肢をろって子と宅六会ヘ
非常持ち出し晶を総点検市内28小学校区で 「子ども大会」が聞かれます。各会場では、ミニ運動会、

ゲーム大会、ウオークラリーなど、組向を凝らした行事が計画されています。

さあ、家b夫そろ って楽しい休日を過ごしましょう 。 救援物資が周くまでの問、故低 3日

分の食料品や、ラジオ、j，'tffi品などを、

非常持ち出し品として用恕しておきま

しょう 。 リュ ックなどにまとめて、持

ち出しやすいところに位いておくこと

も:忘れずに。

また、 m池が切れていないか、賞味

期限は過ぎていないか、年に一度は総

J弐キ食をしましょう。

防災課 (内線2143)。 担当

。開催日 5月の休日
(地区ごとに異なります)

小学校校庭など
4目

』号5。会
。問い合わせ先

青少年課程32ー 7029

においが発生しやすくなります。補助薬を使って、

一屈のごみ減量にご協力ください。コンポスター

のあっせん (1世帯あたり2個まで)芯ど、お問い

合わせ は 環境諜務課 (ft21-8796)へ。

コンポスターは、微生物を活用した生ごみ処理

器です。その働きを助ける補助薬は、秋元房;欠部

商 J苫(宮松町)、ダイクマ平塚倍、.JA湘南各支所

で取り扱っています。暖かく怒ってくると害虫や

生ごみ処理器

コンポスターの補助薬は
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市税収入は、前年度当初比で
-3.0%、約百億4午万円の滅。

競輪事業からの繰入金は、-39%、

7億8千万円の減。

2 3 4 5 6 7 8 9 1011年度

週去10年間の推移 努護支払謬事業界一一一一一一躍世一相川 国庫支出金

40億円 I 6.896 

3 内幽濃からの 人 /へ | 
。|編入金 ./-.............. ./"  I 

201.--ー 、__..- '" 1 

2 3 4 5 6 7 8 9 1011年度

会計別 予算額 前年度比

一般会計 712憶 1，000万円 -3.3% 

特別会計(小宮十) 695憶7.493万円 0.0% 

競輪事業 269億6，900万円 -4.1% 

国民健康保険事業 144億4，600万円 + 7.8% 

下水道事業 122億7.700万円 -9.6% 

都市施設用地取得車業 9憶 413万円 + 3.3% 

食肉センター 7.560万円 -15.4% 

交通災害共済事業 3，430万円 -4.7% 

水産物地方卸売市場事業 1.690万円 -32.4% 

老人保健医療事諜 148億5.200万円 +10.5% 

病院事業会計 119憶 1，000万円 -2.3% 

合計 1，526憶 9，493万円 -1.7% 

各会計別予算平成11年度

市
政
モ
一

一
タ
l
の
声

福祉などへの出買が泡え

ています。大胆な行革も必

要 になってくるでしょう。

みんなの協力を得るために

も、 オープンに鵠諭してほ

しいと思います。

i嶋津美智予さん(復木町)

市の予算は私たちの笠活

:と深くかかわっています。

:今後伺を溜やし、伺を減ら

:していくべきか。 ひとごと

・と替えずに、みんなわマ話し

.合うことが大切ですよね.

栗原製司さん(山下〉

都市活動と自然が調和した快適なまちに

都市
: 惨河川環境の整備(相模川馬入地区の多目的広場管

理、 お花畑関係) ...................・・ーー・ーー'1，044万円

:食纏緑道(仮称)の整備事業(用地買収を継続すると

ともに、盤備工事に若手) .. ー...-4億6，254万円

: 惨市営公所谷戸住宅の建て替え .....1億7，295万円

惨ツインシティ基本計画などの研究調査一 841万円

惨総合公園の管理運営ー・・・・・ ・・・・・・・ 7億2，600万円

:食真土金回線の改良(最

終年度) 4億6，643万円

f活動推進事業ーー・・ ・・・・・・・1，736万円 :女鈴川の改修に伴う橋の

Yンセラ一関係(臨床心理士を2人増や : 架け替え負担金 3億円

"1，560万円 : 砂下水道事提く特別会計〉

Eなどの工事資(トイレの環境改善を : (幹線敷訟は来年度完

..1億7，850万円 : 成) .. .122億7，700万円

vてソコン関係...ー・・ーー..・1億2，174万円 : 惨公共下水道対象区域外 ー

i補強関係(補強工事や窓ガラスの飛 : への合併処理浄化槽の 也ー

1億5，556万円 j 設置普及 1 ，瑚万円 (齢 守l濯橋

r-)レ新改築 事業 ー・ー・・ 1億4，351万円 : 公180の認証を取得 ーーーーー・・・・・・・・・・ーー.....1，155万円

ラ荒事業の推進 ーー ..・ ・・・・・・・.300万円 : 砂ごみ収集経費・・ ....・ e ・・・・ a・・・・・・・・・・・4億3，037万円

'反称)の新築事業(本年度完成をめざ : 砂じんかい焼却施設の運宮・・・・ー・・・・・・・ 4億9，158万円

・・・3億8，031万円 : 砂じんかい焼却施設の排ガス高度処理(ダイオキシ

i料(補助方式を今年度がう委託方式 ・ ン対策)施設の整備ー....................4億7，272万円

・・・・・5，982万円 : 砂埋め立て処分地の管理(遠藤原一般廃棄物最終処

祢)関係 .....................6，758万円 . 分 場 第2期分の埋め立てを開始)一....1億7，061万円

環境づくり
魅力あるまちに

文化環境づくり
:文化をはぐくむ

松
原
小
学
校
の
ゲ
l
ト
ボ
l
ル
大
会

療育相談室
(豊田分庁舎)

8. FAX32 -2738 
く〉子どもの発達・発育の相談

・毎週月・水ー金曜日10時~

15時(来所相談は予約制)

子育て相談室
(須賀保育園2階)

821-7639 
毎週月~金曜日9時30分~

16日寺

子ども教育相談センター
(崇善小学校北側)

836-6013 
く〉来所 毎週月~金曜日10時

-17時

。電話 毎週月~土曜日9時

-17時(第2・第4土曜日を除

く)

青少年相談室
(市民センター2階)

834-7311 
く〉青少年相談(お子さんにつ

いての相談)毎週月~金隠

日10時-17時
みみで~'PbClし

く〉ヤングテレホンn33-7830

(青少年専用ダイヤjレ)

毎週月~金曜日10時(土曜

日は13時-18時30分)

子宵て相談室

歪平啄駅

中央
信祉会館 公民館

能、口
セも
ン数

?宵
市民
センター

5月13日(木)10時~

健康相談
(保健センター)

834-0311 
。電話 毎週月~金曜日10時

-16時

く〉育児相談(来所) 毎週水曜

日9時30分-10時30分

833-2333 
0専門(法律、金融、住宅、保

健医療-要予約) 5月13日

(木)13時30分-15時30分

。生活支援 毎週月~金曜日

8時30分-17時

。ボランティア 毎週月~金

曜日8時30分-17時

。母 子 毎週月~金曜日9

時-16時

く〉家庭児童 毎週月~金曜日

9時-16時

• 

保健福祉総合相談
(市役所 1階)

221-8779 
。来所・電話 毎週月~金曜

日8時30分-17時

5月

市民相談室
(市役所 1階)

岱 23-1111内線2293
※一般法律は予約制。

く〉人権 4月20日(火)、 5月

18日(火)13時-16時

く〉行政 4月20日(火)、 5月

18日(火)13時-16時

。一般法律 毎週水躍日と毎

月第4木曜日13時-16時

く〉登記・供託・測量 5月14日

(金)13時-16時

。住宅新改築 4月20日(火)、

5月18日(火)13時-16時

。発明・考案・特許 6月7日

(月)10時-15時

く〉労働 5月13日(木)13時~

16時

く〉下請け取り引き 4月15日

(木)、 5月20日(木)13時30

分-16時

。年金・社会保険・労災

11日(火)10時-15時

。消費生活 毎週金曜日9時

-16時

国道134号

。婦人

15時

各
種
届
出
相
談
ス
タ
ー
ト

。健康(相談員は保健婦)

4月19日(月)9時-16時

福祉会館

。手話案内 毎週金曜日9時

-12時30分

く〉建築設計・耐震・バリアフリー

5月10日(月)13時-16時

。高年齢者職業 4月15日

(木)、 20日(火)、 5月6日

(木)、 18日(火)9時-12時

〈新〉く〉許認可さき種届出 4月

20日(火)13時-16時

く〉一般市民 毎週月~金曜日

9時-16時



~ 特

新年度予算の
概要を紹介

712憶1，000万円

消

歳

第645号 (1日・ 15日発行)

※数字は千円単位で四鎗五入
しているため、合計が合わ
ないところがあります

義務的経質(グラフの灰色部分)

の増加に加え、施設維持管理費の増

加芯どで、硬直化が進んでいます。

惨主主助資 法に窓づき支給Eされる循祉の資用など

砂公債貨市の借入金の返済にあてられる費用

出

豊かな人

教書

砂ふれあ

会スクー.

して5ノ
砂学校施i

含む)

惨児童ー .

砂告学校t

散防止

砂金旭中・

惨市民・

惨大原公j

す)

砂学童保ー

に変更

公文化財|

多様な産業と技術を創出する 活力あるまちに

;産業・経済環境づくり
:会農業 ー漁業の活性化調査研究(商業、工業に続く

産業活性化ビジョン策定のための基礎調査)

652万円

:惨中小企 業金融対策(商業工業) ...5億8.311万円

:惨リフレッシユ震地利用推進モデjレ事業(非木材紙

の原料-ケナフの栽培奨励金を新設) ...245万円

:砂農道、用排水路の維持管理や改修 ......4.857万円

:.ー ， 惨漁港整備事業

rc ~ :.，: ι二三よ い;:-1 1億 1.907万円

己芸誌話予吏ど安j 砂七夕まつり開催芯ど

哩亘邑這主持援態室率主窓越 6.673万円

t';._ - ー二壬出渇極安境整.，..-， 惨勤労者金融対策事柴

田園圃固I&l;圃圃屠量動~..~. 4億 9.360万円

・・・・・・・・・E盈ー菌:iI ....西口地区再開発事業・・・・・圃・・・・・・・ 用地取得事業
:新港完成予恕図 1億 6.764万円

競輪事業特別会計では、一般会計への繰出金を見

:込み得る限り (12億2.000万円)措置しています。

過去10年間の繰出金(当初予算)の推移は、右上

のグラフのとおりです。

ふれあいのあるまちに

福祉環境づくり
砂高齢者の活動を地域の人々が支え合う「町内福祉

村」構想のモデル事業を推進ー .......123万円

惨老人福祉費(合計) ..・ E ・・・ -ーーー...30億9.195万円

ー老人福祉施設入所委託 ............14億3.373万円

-在宅老人対策(デイサービスなど)9億 576万円

.ねたきり老人対策・・田・・・・・・・.....・・・・ 2億6.530万円

安介誕保険制度の施行準備ーー...・・・・・・目・・・7.602万円

惨国民健康保険事業く特別会計>(一般会計から大幅

芯繰 入 金 (14億7千万円)を措置)...144億4.600万円

会小児医療費の助成 (10月力、ら無料化の対象を現在

の2歳!足以下かう3歳!尼以下に広げます。所得制限

あり) ・ーーー ....................・・・・・ 0 ・・2億 8.280万円

会 4か月!尾健康診査(集団健診から個別健診へ切り
替えます) •..•••• ..••• ••• •••• •..•• ............1.590万円

砂保育所運営費主主ど扶助費ーーーー ...14憶 3.064万円

惨生活保護法に基づく扶助費ーー・ .20億5.000万円

会消防署南原出張所の新改築事業 ・汁億7目812万円

競輪事業からの繰出金は予算書は情報コーナーで
各会計別の予算概要などを掲載した予算曹は

市役所 3階の市政情報コーナー(内線2686)で

閲覧できます。なお、予算についてのお問い合

わせ は財政課(内線2353)へお願いします。

健康といきがし1に満ちた

• 生活

•••••
••••••••....••••••••••••••

••••
•••••
••••
••...
.•••••••••••••••••••

•••••••.••••••••••••••••....•••••••••••••••••

•••••••••

••••••.. 

市民一人あたりの
予算額

広報ひ5っか回

高齢者や障害者の福祉、保育
園の運営芯どに

_ rヨヨ，.....ー、
4・・・・・・・・ }..;公司、 .， -院F 司調喧 ¥Ir-、-、二 rI 

Cl:'ユグ、むお

62，147円(+2.255円〉老人福祉

法に基づく扶助貨などの増

ごみ処理や医療充実芯どに

30，948円(ー503円)

道路や公園の盤備芯どに

よ豆、
53，077円(・10.256円)日向岡ト
ンネル工事などの終了による

叩富ぎ

ぐ§⑤曲::i;

学校、公民館の運宮忽どに

32，466円(-2.641円)

4.959円(・6.494円)
借入金を必要とする大
規模事業の減による国司
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子

ど

も

話

の

学
校
で
話
が
で
き
な
い
お
子
さ
ん
の
相
談
を
受

け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
「
話
す
と
き
に
声
が
小

さ
く
て
聞
き
取
り
に
く
い
」
、
あ
る
い
は
「
み
ん

な
の
前
だ
と
話
せ
な
い
け
れ
ど
、
ご
く
親
し
い
限

ら
れ
た
友
逮
と
は
話
せ
る
」
な
ど
、
内
容
は
棟
身

で
す
。
状
態
が
徐
々
に
変
化
し
、
周
囲
の
働
き
か

け
に
ま
っ
た
く
反
応
し
な
く
な
る
こ
と
す
ら
あ
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
問
題
は
、
ほ
と
ん
ど
が
幼
稚
園
か

ら
小
学
校
低
学
年
く
ら
い
ま
で
に
現
れ
て
き
ま

す
。
こ
の
時
期
は
、
生
活
の
場
の
中
心
が
家
庭
か

年

1
回
は
健
康
診
査

質
問

ら
学
校
に
移
行
す
る
時
期
で
す
。
訴
が
で
き
な
い

な
ど
の
問
題
は
、
こ
の
移
行
の
不
安
を
克
服
し
て

い
く
過
程
で
の
つ
ま

-zcの
現
れ
だ
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

こ
の
織
な
子
ど
も
の
特
徴
は
、
学
校
場
而
と
家

出
場
耐
の
械
予
が
ク
ル
ツ
と
変
化
す
る
点
に
あ
り

ま
す
。
家
庭
律
高
で
の
彼
ら
の
話
は
、
む
し
ろ
生

き
生
き
と
し
て
い
ま
す
し
、
華
や
か
で
す
ら
あ
り

ま
す
。
子
ど
も
は
、
自
分
が
そ
の
円
に
体
験
し
た

こ
と
を
お
母
さ
ん
に
聴
か
せ
た
が
る
も
の
で
す
。

ま
だ
心
が
売
薬
事
な
の
で
、
自
分
の
体
験
を
お

母
さ
ん
と
分
か
ち
合
う
作
業
が
必
要
な
の
で
す
。

こ
う
し
た
関
係
を
通
し
て
様
々
な
体
験
が
経
験
に

な
り
、
子
ど
も
の
身
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
の
情
緒
が
ι

安
定
し
、
心
が
立
か
に
育
つ

た
め
に
は
、
子
ど
も
の
体
験
を
聴
く
機
会
を
私
た

ち
自
身
の
心
の
中
に
つ
く
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
そ
の
泣
か
さ
と
確
か
さ

を
土
台
に
し
て
社
会
生
前
へ
と
踏
み
出
し
て
い
く

の
で
す
。

-
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

崇
普
小
学
校
北
側
宮
(お
)
6
0
1
3

。&A
問
が
、
四
月
か
ら
翌
年
二
月

ま
で
と
な
り
ま
し
た
。
今
ま

で
毎
年
三
月
に
受
け
て
い
た

万
は
早
め
に
受
け
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

診
変
項
目
に
は
、
身
体
計

測、

血
圧
測
定
、
尿
検
査
、

血
液
検
査
、
心
屯
凶
検
特
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
あ
な
た
が

気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
高
脂
血
症
に
関
し
て
は
、

山
液
検
査
の
中
で
総
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル、

H
D
L
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
、
中
性
脂
肪
を
チ

ェ
ッ
ク
で
き
ま
す
。
か
か
り

つ
け
医
か
ら
検
査
の
結
来
を

聞
き
、
数
値
が
向
い
と
き
は

指
導
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
も

健
康
相
談
や
健
康
講
話
、
ヘ

ル
シ
l
体
験
教
室
な
ど
を
聞

い
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

ご
換
茄
く
だ
さ
い
。

-
保
健
セ
ン
タ
ー

宮

(
但

)
0
3
1
1

変
わ
り
、
有
料
(
自
己
負
担

は
一
千
円

・
尖
際
に
か
か
る

世
朋
は
約

一
万
問
千
円
)
と

な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
次
の

方
は
無
料
で
受
診
で
き
ま
す
。

V
七
十
議
以
上
の
力
V
牛
活

三
月
で
会
祉
を
退
職
し
ま

し
た
。
在
職
中
か
ら
、
高
脂

血
症
に
気
を
つ
け
る
よ
、
2
百

わ
れ
て
き
た
の
で
、

こ
れ
か

ら
も
健
康
診
査
を
受
け
た
い

と
思
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な

制
度
が
あ
る
の
か
教
え
て
く

だ
さ
い
。

蕊
答
え

健
康
づ
く
り
、
健
康
代
理

の
第

一
歩
と
し
て
、
平
塚
市

で
は
基
本
健
康
診
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
対
象
は
、
同

十
成
以
上
で
、
勤
め
先
な
ど

で
健
成
診
断
を
受
け
る
機
会

の
な
い
方
で
す
。

今
年
度
か
ら

一
部
制
度
が

保
護
法
に
よ
る
被
保
護
世
情

の
方
V
市
民
税
非
諜
税
世
幣

の
方
V
六
十
五
歳
以
上
七
十

歳
未
満
で
市
長
の
陣
盛
田
認
定

を
受
け
て
い
る
方

器
本
健
康
診
査
は
、
平
塚

市
が
委
託
し
て
い
る
医
療
機

関
で
受
け
ら
れ
ま
す
。
な
お
、

今
年
度
か
ら
受
診
で
き
る
期

交通災害共済の加入受け付けが、 4月1日から始まっています。共済期間は5月1日かう来年

4月30日まで。掛け金は大人500円、 70歳以上と身体・知的障害者300円、中学生以下200円で、

見舞い金は100万円(死亡)から1週間以 上1か月来満の障害 (15.000円)までの6段階です。

お申し込みは市内金融機関(郵便局は除く)、または市役所金融機関窓口へ。

まさかに備えて交通災害共済に
市民活動推進課 (内線2244)。問い合わせ先
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